













　This paper is regarding product design education. There are two aims that one of them 
is definition of student product design competency, another one is the regarding for ability 
development of professionality by visibility of each student weak points. This aim to upgrade to 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































キャリア（年） １年 ２年 ３年 ４年 ５年
①プロダクトデザインフィロソフィー・
　心得・正しいデザインの理解能力 ２ ４ ６ ８ 10
②造形力,センス,感性
　（美しいかたちを描ける能力） １ ２ ３ ５ ９
③スキル（正確に描ける能力） ３ ４ ７ ６ ８
④向上心・成長性・可能性・知識・学習力
　（自らを向上させる能力） ８ 10 10 10 ８
⑤行動力・情熱・モチベーション・信念
　（作品の完成度を上げるための情熱） ５ ６ ７ ８ 10
⑥アイデア・発想力・デザイン思考 ２ ４ ６ ８ 10
⑦自立している １ ２ ４ ６ ９
⑧コミュニケーション・協調性・ＥＱ １ ３ ４ ６ ９
⑨秀でた分野を持つ ２ ２ ５ ５ ６




















































































2017 ９ ６ ９ ７ ９























2017 ７ ５ ６ ７ ６
2018 8.5 8.5 ８ 8.5 ７
【図42-49】 アイデアスケッチ
2017年　　　　　　　　　➡　　　　　　　　2018年
❶．表現が上手か
　　　
❸．美しいかたちが見られるか
　　　
❹．発想が柔軟か
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「学生のプロダクトデザイン専門性向上のための目標設定と評価法」
❺．最終アイデアが良いか
2017年　　　　　　　　　➡　　　　　　　　2018年
　　　
【図50】S.Oさんへのフィードバック
　　2017年
　　2018年
【図51】K.Nさんへのフィードバック
　　2017年
　　2018年
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